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耳でも聞ける

中学生議会開催 2 町民と議会の意見交換会 16主な内容
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鋭い質問・提言！
中学生議会が　開催されました

町
の
将
来
を
担
う
中
学
生
が
、
地
方
自
治

の
仕
組
み
や
議
会
の
役
割
を
肌
で
感
じ
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

中
学
生
議
員
の
質
問
内
容
は
素
晴
ら
し
く
、

町
政
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

町
議
会
と
し
て
、

今
後
も
こ
の
よ
う

な
機
会
を
設
け
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。紫

波
町
議
会
議
長

武た
け

田だ

平へ
い

八は
ち

中学生議会
令和6年11月23日㈯
2年ぶり5回目
役場庁舎３Ｆ議場

更なる成長に期待

政治参画のきっかけに
　町内の3中学校から代表18人が質問席に登壇。
町の未来や課題について、真剣な表情で質問や
提言を行いました。
　今回は、実際に町政を担う各部署の部長や課長
が答弁を行い、普段と違う議場の緊張感を感じ
ながら、中学生の鋭い質問に答えました。
　町議会議員は事前学習を支援し、当日は中学生
議会の運営を行いました。

皆
さ
ん
の
考
え
や
思
い
が
、
こ
れ
か
ら

の
紫
波
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
力
と
な

り
、
町
政
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
議
会
参
加
の
経
験
が
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て

貴
重
な
財
産
と
な

り
、
更
な
る
成
長

に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

紫
波
町
校
長
会
会
長
　
　
　
　
　
　
　

古
館
小
学
校

細ほ
そ
か
わ川

佳よ
し
の
り紀

校
長 緊張感の中で
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修
学
旅
行
の
墨
田
区
研

修
で
、
雨
水
を
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
や
公
園
の
噴
水

に
、
ろ
過
し
て
災
害
時
に
使

う
な
ど
様
々
な
こ
と
に
利
用

し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
効

果
が
見
込
め
る
の
で
は
。

町
は
役
場
庁
舎
で
雨
水

貯
蔵
槽
を
設
置
し
て
お

り
、
ト
イ
レ
洗
浄
水
や

屋
外
散
水
、
洗
車
用
水

に
利
用
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
も
、
災
害
時

の
雨
水
の

利
用
や
節

水
は
重
要

と
認
識
し

て
い
る
。

ク
マ
の
出
没
が
増
え
て

い
る
。
現
在
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
か
。
共
生

し
て
い
く
た

め
の
取
り
組

み
と
し
て
電

気
柵
の
設
置

を
検
討
し
て

は
。

農
作
物
被
害
対
策
と
し

て
電
気
柵
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
設
置
を

推
進
し
て
い
る
。
共
生

し
て
い
く
た
め
、
駆
除
に
よ

り
個
体
数
を
減
ら
す
だ
け
で

な
く
、
廃
棄
農
作
物
の
適
切

な
管
理
の
啓
発
、
電
気
柵
設

置
を
支
援
し
て
い
く
。

自
転
車
で
登
校
時
、
国

道
沿
い
の
細
い
道
で
は

危
険
を
感
じ
る
。
自
転
車
用

の
道
路
を
作
れ
な
い
か
。
自

転
車
利
用
が
増
え
れ
ば
地
球

温
暖
化
対
策
に
も
な
り
「
自

転
車
の
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

町
の
国
道
4
号
は
50
年

前
に
整
備
さ
れ
て
い
る

た
め
、
現
在
の
基
準
の

自
転
車
歩
行
者
道
と
比

べ
て
狭
い
所
が
多
い
。
整
備

に
莫
大
な
費
用
が
必
要
な
た

め
事
業
化
が
難
し
い
現
状
。

自
転
車
利
用
の
促
進
は
、
関

連
す
る
計
画
な
ど
に
基
づ
い

て
取
り
組
む
。

事
業
所
で
出
さ
れ
る
印

刷
済
み
の
紙
の
回
収
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環

境
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
か
。

事
業
所
の
廃
棄
物
は
、

自
ら
の
責
任
で
処
理
・

再
生
利
用
な
ど
で
減
量

に
努
め
る
と
さ
れ
て
い

る
。
町
は
循
環
型
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
で
、
二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
取
り

組
ん
だ
企
業
や
団
体
・
個
人

に
対
し
、
エ
コ
・
シ
ョ
ッ
プ

し
わ
認
定
店
で
利
用
で
き
る

「
紫
波
エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
交
付
し
て
い
る
。

問

問

問

問

産業部長

産業部長

建設部長

産業部長

雨
水
を
有
効
利
用

野
生
動
物
と
共
生

自
転
車
道
の
整
備

企
業
ゴ
ミ
の
資
源
化

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

朝
あさ

日
ひ

田
だ

鳳
ふう

議員

水
みず

澤
さわ

美
み

咲
さき

議員

木
き し ま

嶋 虎
こ

太
た

郎
ろう

議員

高
たか

橋
はし

玲
れ

衣
い

議員

18人の中学生議員
中学生議会が　開催されました

ٞձͰࣗのҙݟ
࣭をਅ͖ʹ ߹
ͬͯ Εͯ͘、ܾ ͯ͠ ଞ
ਓࣄͰはないのͩ ͱվ
Ίͯ ײ͡ ·͠ ͨɻ

બݖڍをͬ࣋ らͨ、ཱ
ީิऀのެをྑ͘
ͬͨ ͏͑ Ͱථ͠ ͨ
Γ、બڍӡಈʹ Θؔͬ

い͖ͯ いͨͰ ɻ͢

ͪͨࢲ のൃݴͰ町が
มΘΔ͔ ͠ Εないͱ
ࢥ͏ ͱ、ͱͯ ۓுͱ
を͡ײ 、町の࣏は
ଞਓࣄͰはないͱࢥい
·͠ ͨɻ

ͨ͘ Μ͞の՝がͬ
いͯΔ͜ ͱが Γ͔·͠

ͨɻ͜ Ε ら͔は՝Ұ
ͭҰͭʹਅʹऔΓ
ΜͰղܾ͠ い͖ͯ ͨ
いͰ ɻ͢

質問を終えて
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紫
波
町
の
自
然
を
利
用

し
た
親
子
参
加
型
の
自

然
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
す

る
。
地
域
の
人
た
ち
の
関
わ

り
が
増
え
、
楽
し
ん
で
交
流

す
る
機
会
が
増
え
る
と
思

う
。

地
域
住
民
同
士
の
絆
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
支
援
に
も
寄
与

す
る
素
晴
ら
し
い
提

案
。
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で

あ
る
紫
波
町
民
憲
章
の
「
あ

た
た
か
く
交
わ
り
」「
自
然

を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
を
実
現
す

る
よ
う
、
中
学
生
の
み
な
さ

ん
と
共
に
考
え
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

町
で
は
ご
み
の
分
別
が

町
民
に
十
分
に
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
と
思
う
。
環
境

課
環
境
係
で
「
ご
み
減
量
、

分
別
説
明
会
」
を
行
っ
て
い

る
が
、
町
内
の
小
学
校
で
行

う
の
は
ど
う
か
。

小
学
校
な
ど
で
開
催
す

る
こ
と
は
、
家
庭
に
お

け
る
ご
み
分
別
の
意
識

向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。
ご
み
の
分
別
の

重
要
性
を
学
び
、
実
践
す
る

こ
と
で
、
環
境
を
大
切
に
す

る
心
が
育
ま
れ
る
。
各
小
学

校
、
教
育
委

員
会
と
連
携
・

検
討
し
、
進

め
て
い
く
。

若
者
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
実
際
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
発
信
の
工
夫
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。
名
所
巡

り
ツ
ア
ー
、
ツ
ア
ー
参
加
ポ

イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
で
特
産

品
と
交
換
な
ど
の
企
画
が
必

要
と
考
え
る
。

町
で
は
新
し
い
観
光
振

興
計
画
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
魅
力
的
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
発
信
し
、
ツ
ア
ー
を

開
催
す
る
な
ど
、
取
り
組
み

を
進
め
て

い
き
た
い
。

問

問

問

教育部長

産業部長

産業部長

私たちの町の明る い未来に向けて!
時間をかけて一生懸命  練り上げてきた質問を
議場で堂々と発言する  18人の中学生議員は
みんな輝いていました！

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

ご
み
の
削
減
と
分
別

観
光
客
で
活
性
化

祭
り
に
補
助
金
支
給

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

小
こば

林
やし

祐
ひ ろ と

翔 議員

森
もり

田
た

徳
のり

人
と

議員

佐
さ

藤
とう

優
ゆ

愛
な

議員

岡
おか

崎
ざき

芽
め

生
い

議員

佐
さ

藤
とう

花
は

愛
な

議員

活発な話し合いを聞きながら
進める難しさを感じましたが、議会に

親しみを持つ機会になりました。 青山 ひなた 副議長

町
は
公
民
連
携
の
取
り

組
み
が
全
国
に
お
い
て

先
進
的
な
自
治
体
だ
が
、
第

一
次
産
業
と
の
連
携
は
あ
ま

り
取
れ
て
な
い
よ
う
に
思

う
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
、
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

特
色
あ
る
事
業
を
展
開

す
る
に
は
第
一
次
産
業

の
資
源
の
活
用
が
欠
か

せ
な
い
。
人
口
減
少
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
の
課
題

を
民
間
の
知
恵
と
資
金
を
活

用
し
た
公
民

連
携
に
よ
り
、

町
の
課
題
解

決
を
進
め
て

い
く
。

問企画総務部長 公
民
連
携

地
域
の
祭
り
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、町
で
支

援
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
屋
台
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
、
町
か
ら
補
助
金
を
出
す

な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。

町
で
は
、
毎
年
夏
ま
つ

り
の
運
営
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
負
担
し
て

い
る
。
地
域
の
ま
つ
り

は
、
町
や
近
隣
、
県
外
の
人

な
ど
が
、
に
ぎ
や
か
に
集
う

場
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の

人
が
関
わ
り
、
多
く
の
屋
台

業
者
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

問産業部長

ٞձのօ Μ͞がਅ
ʹٞ͠ ͨ݁Ռ、町が
·Θͬ いͯΔͱؾ͔

Ε͞、৽͠ いࢹを
らͨ͠ ͯ͘ Ε·͠ ͨɻ

ࣗࣗのҙݟが
ө͞ʹ࣏ ΕΔ͔ ͠
Ε·せΜɻࠓಘͨ
ใଞのਓのํ͑ߟ
をੜ͔͠ い͖ͯ ͨいͰ

ɻ͢

ֶ、ࠓ श͠ いͯΔެ ຽ
ͱ݁ ͼ͚ͯ ߟ͑ らΕ
·͠ ͨɻ·ͨ 、͞ ·͟ ·
なਓがڠ力͠ のࠓͯ
ੜ׆が͋ Δͱ࠶ೝ Ͱࣝ
·͖͠ ͨɻ

ଞのதֶੜٞһのൃ
දのํଶʹֶ
Ϳ͜ ͱがଟ͔ͬ ͨɻࠓ
ੜʹۀत׆のੜޙ
͔͢ ͱ͜がͰ͖ らͨྑ い
ͱࢥい·͢ ɻ

ຊؾͰతʹૌ
、͑ʹҙࢥをࠐΊͯ

ݴ͠ൃ ΑΓྑࠓ、 いࣾ
ձを Δ͢がٞ
ձͰ͋ ΔͱࢲのதͰม
ΘΓ·͠ ͨɻ

質問を終えて
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私たちの町の明る い未来に向けて!
時間をかけて一生懸命  練り上げてきた質問を
議場で堂々と発言する  18人の中学生議員は
みんな輝いていました！

危
険
箇
所
に
ミ
ラ
ー

空
家
の
活
用

バ
ス
停
の
見
直
し

公
共
交
通
の
見
直
し

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

紫
波
第
二
中
学
校

紫
波
第
二
中
学
校

紫
波
第
二
中
学
校

鎌
かま

田
た

鮎
あゆ

之
の

介
すけ

議員

熊
くま

谷
がい

康
こう

太
た

郎
ろう

議員

佐
さ

藤
とう

新
あら

太
た

議員

佐
さ

藤
とう

結
ゆ

萌
め

議員

橋
はし

本
もと

弥
や

生
よい

議員

貴重な経験になりました。身近な問題
を考えるきっかけになったので、町議会

にも関心を持っていきたいです。藤原 遥生 議長

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
バ
ス

「
し
わ
ま
る
号
」
の
利

用
者
の
増
加
に
よ
っ
て
待
ち

時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、
運

転
士
が
不
足
し
た
り
す
る
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。
台
数
を

増
や
せ
ば
、
待
ち
時
間
が
減

り
、
混
雑
の
解
消
に
な
る
の

で
は
。
ま
た
、
運
転
士
の
給

料
を
上
げ
る
と
、
若
手
の
運

転
士
育
成
の
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

給
料
と
運
転
士
、
バ
ス

台
数
増
加
で
き
れ
ば
、

便
利
な
公
共
交
通
に
な

る
。
一
方
、
交
通
事
業

者
は
、
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
苦
労
し
て
い
る
。
公
共

交
通
を
普
段
か
ら
た
く
さ
ん

利
用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
る
。

問

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
が
進
み
、
紫
波
町

で
は
運
動
不
足
が
課
題
と
感

じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
プ
ロ

選
手
に
来
て
い
た
だ
く
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
体
験
会

を
開
催
す
る
の
は
ど
う
か
。

２
０
２
４
年
パ
リ
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

紫
波
町
出
身
の
小
野
寺

萌
恵
選
手
が
車
い
す
陸

上
競
技
の
２
種
目
で
入
賞
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
町
民
の

興
味
関
心
は
高
ま
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
を
活
用
し

て
情
報
発
信
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の

町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問教育部長 ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

高
齢
者
の
路
線
バ
ス
離

れ
が
進
む
原
因
の
一
つ

と
し
て
、
目
的
地
と
バ
ス
停

と
の
距
離
が
遠
く
離
れ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
か
。
高
齢

者
が
頻
繁
に
利
用
す
る
施
設

の
近
隣
に
バ
ス
停
を
整
備
す

る
な
ど
、
バ
ス
停
の
位
置
の

見
直
し
を
提
案
す
る
。

バ
ス
停
を
見
直
す
こ
と

は
大
事
な
視
点
で
あ

り
、
岩
手
県
交
通
に
伝

え
た
い
。
細
か
な
移
動

に
は
し
わ
ま
る
号
や
タ
ク
シ

ー
の
利
用
で
、
路
線
バ
ス
や

電
車
に
乗
り
換
え
、
町
外
の

目
的
地
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段

を
組
み
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

問

登
下
校
中
、
曲
が
り
角

に
ミ
ラ
ー
が
無
い
場
所

で
、
車
と
衝
突
し
か
け
た
こ

と
が
あ
り
、
大
変
怖
い
経
験

を
し
た
。
ミ
ラ
ー
の
設
置
場

所
の
点
検
や
見
直
し
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。
危
険
箇
所
に

ミ
ラ
ー
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、
通

学
路
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
「
紫
波
町
通
学

路
安
全
推
進
会
議
」
を

開
催
し
て
い
る
。
必
要
な
場

所
に
設
置
す
る
た
め
に
は
地

域
の
意
見
が
大
切
に
な
る
。

通
学
中
に
気
付
い
た
場
合
に

は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
に

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
。

空
き
家
を
活
用
し
た

「
古
民
家
カ
フ
ェ
」
や

「
オ
フ
ィ
ス
」
に
町
が
リ
フ

ォ
ー
ム
し
て
安
い
費
用
で
貸

し
出
し
、
よ
り
活
用
し
や
す

く
し
て
は
ど
う
か
。
町
の
魅

力
と
な
り
、
訪
れ
る
人
を
増

や
す
効
果
も
あ
る
と
思
う
。

住
み
手
が
つ
か
ず
解
体

に
も
費
用
が
か
か
る
空

き
家
は
「
負
の
遺
産
」

と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ

が
、
古
さ
の
持
ち
味
を
生
か

し
、
時
代
に
合
っ
た
活
用
や

新
し
い
人
々
が
集
う
拠
点
に

な
る
と
考
え
る
。
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
よ
り
良
い
環

境
を
作
り
出
す
な
ど
、
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

問

問

企画総務部長

企画総務部長

企画総務部長

教育部長

·ͪ ͮ͘ Γʹ は町ຽの
ҙݟをฉ͖ 、࣮ Ͱ͖ݱ Δ
Α͏ ʹ͢ Δ͜ ͱͱएいੈ
ʹ࣏なͲʹ ຯڵ
ؔ৺をͨ࣋せΔ͜ ͱ
がେͩ ͱࢥい·͢ ɻ

࣏の͜ ͱʹ いͭ
ͯ৮ΕΔ͜ ͱがな͔ ͬ

がͨ、ࠓのମݧͰ町
の࣏、·ͪ ͮ Γ͘ʹ
ؔ৺がΘ͖ ·͠ ɻͨ

質問を終えて

తʹ町の࣏ʹ
ؔΘΔ͜ ͱのͰ͖ ない
ͨͪ தֶੜͰ、͞
·͟ ·なํ๏ͰΑΓ町
をͰ͖ Δ͜ ͱをΓ·͠

ɻͨ

Ͱらな͔·ࠓ ͬͨ 町
のऔΓΈ՝を
Δ͜ ͱがͰ͖ ·͠ ͨɻ
町のใࢴなͲͰ、
ͱͬΓͨ いͱࢥい·͠
ɻͨ

ଞのதֶੜのҙݟを
ฉ͖ 、Ҭをҙࣝ͠ ͯ
ΈΔͱࣗ ͨ ͪʹ Ͱ͖ Δ

ͱ͜がͨ͘ Μ͋͞ Δ͜ ͱ
ؾͮʹ ·͖͠ ɻͨ
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高
齢
者
が
住
み
や
す

く
、
楽
し
く
生
き
生
き

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
町

に
す
る
た
め
に
、
小
中
学
生

が
作
っ
た
お
菓
子
な
ど
を
高

齢
者
施
設
で
開
い
た
イ
ベ
ン

ト
で
提
供
す
る
と
い
う
の
は

ど
う
か
。

ご
提
案
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
地
域
の
人
と
の
交

流
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
施
設
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
、
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
。
介
護
事
業
者
や
施
設
と

相
談
し
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問生活部長 世
代
間
交
流

食
文
化
の
Ｐ
Ｒ

高
齢
者
の
社
会
参
加

農
業
に
よ
る
創
生

紫
波
第
三
中
学
校

紫
波
第
三
中
学
校

紫
波
第
三
中
学
校

紫
波
第
一
中
学
校

五
い が ら し

十嵐 杏
あん

奈
な

議員

中
なか

里
さと

文
ふみ

哉
や

議員

青
あお

山
やま

 ひなた 議員

藤
ふじ

原
わら

遥
はる

生
き

議員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

議
会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
を
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て

議
会
の
当
日
、
ラ
イ
ブ
中
継
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
員
の
一
般
質
問
は
、
録
画
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
不
要
な
移
動
車
を

運
営
で
き
な
い
か
。
西

部
や
東
部
に
移
動
手
段
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。
今
日
行
く

と
こ
ろ
が
あ
る
、
今
日
用
事

が
あ
る
＝
「
今
日
行
く
・
今

日
用
」︵
教
育
教
養
︶
が
生

ま
れ
、
よ
り
楽
し
く
生
き
生

き
と
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。

警
察
署
と
連
携
し
、
運

転
免
許
を
返
納
し
た
高

齢
者
に
個
別
に
連
絡
し

相
談
対
応
を
し
て
い

る
。「
今
日
行
く
と
こ
ろ
が

あ
り
、
今
日
や
る
べ
き
用
事

が
あ
る
」と
い
う
高
齢
者
が
、

地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
活

躍
す
る
姿
は
、
町
が
目
指
す

「
暮
ら
し
心
地
の
よ
い
ま
ち
」

を
正
に
表
す
姿
で
あ
る
と
感

じ
る
。

問生活部長

町
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
産
業
を
振

興
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
も

盛
ん
に
し
、
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
制
度

の
創
設
や
、
耕
作
者
を

募
集
す
る
農
地
と
事
業

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
、
農
業
生
産
を
維
持
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
連
携
し
検
討
を
進
め

て
い
く
。

問産業部長

地
産
地
消
、
食
文
化
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

情
報
を
人
が
多
く
集
ま
る
場

所
で
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
使
い
、
紹
介

で
き
な
い
か
。ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
消
費
者
に
お
得
に

買
い
物
を
し
て
も
ら
う
た
め

の
産
直
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど

う
か
。公

共
施
設
や
町
の
イ
ベ

ン
ト
及
び
町
産
食
材
を

購
入
で
き
る
事
業
所
等

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に

よ
る
周
知
方
法
も
含
め
た

Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
閲

覧
数
及
び
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の

拡
大
に
努
め
て
い
く
。

問産業部長ࣗのҬʹॅΜͰ
いΔͩ Ͱ͚は͑ߟ ない
Α͏ なҙݟが Γ͋、খ

なֶ͞ Μͩ͜ ͱ
ͱ݁ ͼͯ͑ߟ Δ͜ ͱ
がͰ͖ ·͠ ͨɻ

町のͨ Ίʹ ࣗがͰ͖
Δ͜ ͱは限らΕͯ いΔͱ
ࢥͬ いͯͨ が、ղܾࡦ
を͑ߟ Γͨ、ࣗ ࣄͱ͠

ଊͯ͑ Δ͜ ͱがͰ͖ ·͠
ɻͨ

ٞձをۙʹ͡ײ Δ͜
ͱがͰ͖ ·͠ ɻͨٞ ձͰ
の͠ ߹いがͪͨࢲ の
ら͠ ʹ݁͠ いͯΔ͜
ͱを࣮ ײ͠ ·͠ ɻͨ

ٞձはࣗのੈքͱ
ԕいのͩ ͱͬࢥ いͯ
͚ͨ Ͳ、Ҭͱີ ʹ

ͼ݁いͯ いͯ 、ۙ
なのͩ ͱ͡ײ ·͠ ɻͨ

質問を終えて

傍聴席から

· 中学生は身近な問題を、町の問題として捉え、町全体を
良くしていこうという気持ちが感じられました。町も中
学生の質問を受けて良くなるきっかけにしてほしいです。

· 議会を傍聴したことがなかったので、本物の議会を見て
みたいと思いました。

· 議会がインターネ
ット中継されてい
ることを知らなか
ったので、見てみ
たいです。
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令和6年9月26日㈭､27日㈮に町議会議員全員が3中学校
３年生の各教室に出向き、事前学習交流を行いました。

〇 紫波第一中学校

〇 紫波第二中学校

〇 紫波第三中学校

議会の仕組みの出前講座、議員も加わってのディス
カッション、班単位の初期プレゼンテーション発表
などを一緒に見て交流を行いました。

議会は役割を説明し、内川校長先生が授業の目的を
解説。テーマに沿って班で意見を出し合い、まとめ
上げ、堂々と発表していました。

初めに議会の仕組みを議員が説明し、角谷校長先生
の指導の下、議員も助言に加わり、生徒は町の未来
に向けたアイディアを話し合い発表しました。

会場設営・案内誘導・議会リハーサル・フォトグラファー
などに役割分担をし、中学生議会の運営を行いました。

①質問のやり方を説明
②議事進行のレクチャー
③真剣な姿を真剣に撮影
④感染対策もバッチリ !!
⑤設営、片付けも議員で
⑥にっこり  受付係

当日の町議会議員は?

事前学習の様子

①

④

②

⑤

③

⑥



中
学
生
議
会

補
正
予
算
・
他

一
般
質
問

町
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

補
正
予
算
・
他

議会だより　　　   No.212　令和7年1月22日発行 8

なにさ使うの？補正
予算

  令和6年度
紫波町一般会計補正予算(第8号) 議案第60号

既定の歳入歳出予算に3億2834万円を増額し、総額168億4314万円とするものです。

古館駅・日詰駅

ぶどう農家被害救済

 令和6年3月16日から古館駅・日詰駅の無人化によ
り閉鎖されたトイレについて、仮設トイレを男女１基づ
つ、令和６年12月中に設置する予算です。
 また、令和７年度秋頃までに既存トイレが再開される
予定（11月27日議会全員協議会で説明）

8月下旬の大雨によるブドウの実割れ被害に対し、作付け
10アールあたり9000円の給付と薬剤購入費を補助する予算｡

仮設トイレ購入費

農産物被害支援金

ピックアップ

81万円

700万円

給食費負担軽減！

令和６年度の米価格の高騰分を保護者の負担と
せず、町が負担するものです。

給食費材料代 356万円

12
月
議
会
定
例
会
は
、
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
の
提
出
案
件
は
、
条
例
案
件
、
予
算
案
件
、
報
告
案
件
な
ど
17
件
で
、

議
員
提
出
の
発
議
案
３
件
を
含
む
20
件
を
審
議
し
、
条
例
案
2
件
は
賛
否
が
分
か

れ
ま
し
た
が
、
原
案
の
と
お
り
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

定例会
12月会議

発議
ど
う
な
る
?!
紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

廃
止
せ
ず
機
能
の
充
実
を
!!

町
内
に
は
入
院
で
き
る
病
院
が
無
く
、
入
院
で

き
る
施
設
の
確
保
が
切
実
な
た
め
、
診
療
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
せ
ず
機
能
充
実
を
求
め
る
意
見
書

が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

県
立
紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

に
せ
ず
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

信
頼
あ
る
公
人
へ

議
員
の
政
治
倫
理

政
治
倫
理
基
準
の
う
ち
、「
嫌
が
ら
せ
、
強
制
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
」

を
明
ら
か
し
た
一
部
改
正
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し

た
。 紫

波
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

教
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
求
め
る
!!

学
校
現
場
で
の
教
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
進
め
、
教
職
員

が
一
人
一
人
子
ど
も
に
十
分
向
き
合
え
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
国
と
し
て
具
体
的
業
務
削
減
策
を
求
め
る
意
見
書
が
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

﹁
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
﹂
の
廃
止
及
び
実
効
性

あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
を
求
め
る
意
見
書
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賛否分かれる審査
議案

紫波町地域再犯防止推進計画  議案第62号

紫波町スポーツ施設条例の一部を改正 議案第60号

再犯防止を推進することにより、安全で安心して
暮らせるまちを実現するための計画

紫波町スポーツ施設に紫波町スポーツ交流施設を加え、
施設使用料など必要な事項を定めるもの。

再犯防止も大切だが、犯罪被害者対策については、どのように考えて
いるのか。問

施設管理・運営、受付・使用者対応は、どこが担うのか。問

併設されるグルージャ占有倉庫の使用料は､
明記されてないが、どうなっているのか。問

民生委員の方々の負担が大きくなる。
理解は得られているのか。問

県・近隣市町村をみて近々に制度・条
例化を進めたい。まずは、犯罪を防ぐ
ことが大事と考えている。

答

施設管理・運営は町が行う、受付・使用者対応は、㈱いわてアスリー
トクラブに委託し１人をおく。

答

倉庫建物の評価額を積算して、使用料を徴
収する予定である。答

条例制定後、民生委員の方々にはご
協力のお願いをする予定。答

紫波町スポーツ交流施設のネーミングライツ（愛称付与）募集が行われ、年間
300万円で施設名「ワイズマンスポーツベース紫波」に決定したことが12月9日
開催の議会全員協議会で説明がありました。

関連

新規
計画

条例
改正

     村上みさと 議員
　パブリックコメント0件という中での本計画について、住民の理解が
足りていないのではないか。
　併せて、平成28年の「再犯の防止の推進に関する法律」を政策背景
とし、「犯罪被害者等基本法」はその12年も前に成立しており、先に被
害者支援施策を出すべきと考える。再犯防止、被害者支援、両輪で実施
する方が、結果的に再犯防止につながるのではないか。

反対討論

     及川ひとみ 議員
　一般も使える共有部分はあるが、グルージャの専用ゾーンがあるクラ
ブハウスである。プロ仕様のトレーニング機器は、一般の人がどれくら
い使えるものなのか、安全面も気にかかる。条例に町民の健康と福祉向
上に寄与するとあるが当てはまるのか、公共施設とするのも疑問がある。

反対討論

採　　決
吉田　和希 ○
村上みさと ×
鈴木　　博 ×
佐藤　光夫 ○
橋浦　栄一 ×
髙橋　敬子 ○
浅沼　有朋 ○
北條　　聡 ○
阿部　秀一 ○
佐々木純子 ○
阿部美佳子 ○
熊谷　育子 ○
細川　　久 ○
及川ひとみ ×
細川　惠一 ×
藤原　惠子 ○
根水　康博 ○

結果：賛成多数で可決
※ 議長は賛否が同数の場

合にのみ採決に参加

採　　決
吉田　和希 ○
村上みさと ×
鈴木　　博 ○
佐藤　光夫 ○
橋浦　栄一 ×
髙橋　敬子 ○
浅沼　有朋 ○
北條　　聡 ○
阿部　秀一 ○
佐々木純子 ○
阿部美佳子 ○
熊谷　育子 ○
細川　　久 ○
及川ひとみ ×
細川　惠一 ×
藤原　惠子 ○
根水　康博 ○

結果：賛成多数で可決
※ 議長は賛否が同数の場

合にのみ採決に参加

令和７年３月完成イメージ

出典：政府広報オンライン
https://www.gov-online.go.jp/
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第
三
次
紫
波
町
観
光
振
興
計
画
に
は
、
新
た
な
観

光
の
推
進
に
取
り
組
む
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
。

酒
関
連
産
業
の
振
興
と
な
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
旧
水
分
小
学
校
を
活
用
す
る
「
は
じ
ま
り
の

学
校
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
完
成
後
は
新
た
な
観
光

拠
点
と
な
り
う
る
。

９
月
28
日
は
「
東
根
山
の
日
」
で
あ
り
、
そ
の
前
後

に
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
（
ア
ヅ
マ
ネ
ウ
ィ
ー

ク
）
と
し
て
「
紫
波
あ
づ
ま
ね
ト
レ
イ
ル
」
や
「
あ
づ

ま
ね
ま
つ
り
」を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
民
間

事
業
者
が
自
主
的
に
行
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
実
証
実

験
を
支
援
し
た
。

新
た
な
観
光
と
魅
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

問

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
実
施

答 観
光
振
興

町長

8
議
員
が

一
般
質
問

町民一人一人の未来と暮らしのために！

髙
橋
敬
子

◦
観
光
振
興

観
光
の
情
報
提
供
／
安
心

し
て
楽
し
め
る
観
光
の
提

供
／
特
産
品
の
取
り
組
み

細
川
久

◦
地
域
公
共
交
通

◦
給
食
食
材

村
上
み
さ
と

◦
合
意
形
成

町
道
の
整
備
／
鳥
獣
被
害
対
策
／
古

館
駅
、日
詰
駅
の
ト
イ
レ
や
待
合
室

の
環
境
／
公
共
交
通
／
観
光
／
東
西

格
差
／
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
／
生
活
困
窮

細
川
惠
一

◦
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館

の
整
備

◦
農
政
問
題

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
・
議
会
報
告
会
な
ど
で
、
町

政
へ
の
不
満
が
出
る
。
町
の
施
策
が
町
民
ニ
ー
ズ

に
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
相
互
理
解
や
合
意

形
成
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
で
は
配
布
資
料
を
充
実
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
や

発
言
を
図
式
化
し
て
公
開

す
る
な
ど
町
の
動
き
を

伝
え
、
意
見
を
い
た
だ
い

た
。「
町
長
へ
の
手
紙
」

は
、
延
べ
１
４
０
０
通
に

の
ぼ
り
、
す
ぐ
で
き
る
も

の
は
す
ぐ
対
処
す
る
よ
う

指
示
し
て
き
た
。
平
成
20

年
に
市
民
参
加
条
例
が
施

町
民
の
ニ
ー
ズ
と
町
の
施
策
は
合
っ
て
い
る
か

町
の
動
き
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る

問 答 合
意
形
成

町長

村
むらかみ

上 みさと 議員

髙
たかはし

橋 敬
けいこ

子 議員

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードからまちづくり座談会の様子

町ຽのࢥいͱ町のࡦࢪ
が߹ͬ ͯ́ い͠

金がないなら智　を出せ、
町の潜在能力は無限

ち　え
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こ
の
ほ
か
の
質
問

こ
の
ほ
か
の
質
問

安
心
し
て
楽
し
め
る
観
光
の
提
供

特
産
品
の
取
り
組
み

公
共
交
通
／
観
光
／
東
西
格
差
／
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
／
生

活
困
窮

 12月定例会の傍聴者は延べ18人でした。
お越しいただきありがとうございました。

一般質問とは：議員の視点から町の行政全般に対し
質問し、政策的な議論をする場です。

音
声
版
は
ペ
ー
ジ
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

北
條
聡

◦
予
防
接
種
事
業

◦
紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

藤
原
惠
子

◦
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

◦
畜
産
振
興

◦
不
登
校
の
児
童
の
支
援

と
相
談
体
制

熊
谷
育
子

◦
視
覚
障
害
者

◦
空
き
家
対
策

及
川
ひ
と
み

◦
民
間
提
案
制
度

◦
新
規
保
険
証
発
行
終
了

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
均

等
割
り
軽
減
年
齢
の
引
き
上
げ

情
報
発
信
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

町
や
関
係
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
発
信

し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
交
流
協
会
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
を
始
め
た
ほ
か
、
紫
波
郵
便
局
と
連
携
し
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
発
信
も
行
っ
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
観
光
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
流
人
口
調
査
に
よ
り
状
況
の
把
握

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
よ
る
需

要
の
課
題
を
拾
い
上
げ
た
。

問 観
光
の
情
報
提
供

行
さ
れ
、
市
民
の
参
画
を
推
進
し
て
い
る
。

町
道
の
整
備

草
刈
り
機
の
刃
や
混
合
ガ
ソ
リ
ン
、
地
区
に
対
す

る
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

「
ま
ち
ピ
カ
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
多
面
的
機

能
支
払
い
交
付
金
」
事
業
を
活
用
し
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
利
用
で
き
る
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

鳥
獣
被
害
対
策

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
農
業
者
の

困
り
ご
と
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
実
態
の
把

握
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

農
作
物
被
害
額
は
、
令
和
５
年
度
２
５
０
０
万
円

と
拡
大
し
て
い
る
。
被
害
の
確
認
と
分
析
に
よ
り

町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

古
館
駅
、
日
詰
駅
の
ト
イ
レ
や
待
合
室
の
環
境

十
分
な
説
明
と
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

令
和
7
年
度
の
第
２
四
半
期
ご
ろ
ト
イ
レ
再
開
の

見
通
し
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
町
が
仮
設
ト
イ
レ

を
設
置
し
、
維
持
管
理
を
す
る
方
針
で
あ
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

町長 問町長

町長

町長 問問

いいね！

SNS
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
５
類
と
な
り
、
有
料
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
。
他
の
自
治
体

で
は
問
診
票
を
添
え
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案
内
通
知
を

送
付
し
て
い
る
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

る
の
か
。

令
和
６
年
10
月
か
ら
高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種
と

し
て
、
重
症
化
予
防
の
た
め
に
自
分
の
意
思
で
接

種
す
る
場
合
の
助
成
事

業
を
開
始
し
て
い
る
。

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
や

地
区
保
健
活
動
で
周
知

し
て
い
る
。

あ
づ
ま
ね
エ
リ
ア
と
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
を
含

む
一
帯
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が
町
の
構
想

と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
８
年
ま
で
の
完
了
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る

が
、
整
備
の
手
法
と
財
源
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

整
備
手
法
と
財
源
の
選
定
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
運
営
体
制
の
在
り
方
ま
で
含
め
て
慎
重
に
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
に
よ

る
民
間
企
業
と
の
対
話
を
通
じ
て
検
討
す
る
。
財
源
は

内
閣
府
の
交
付
金
・
観
光
庁
の
補
助
金
・
民
間
資
金
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
な
ど
を
整
備
手
法
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
へ
の
交

流
人
口
・
温
泉
の
経
営
改
善
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

地
域
公
共
交
通
は
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
産
業
や
観
光
な
ど
の
地
域
振
興
に
つ
な
が
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
、
移
動
手
段
の
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
く
あ
る
。
最
適
な
移
動
手

段
の
確
保
の
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
会
社
や
路
線
バ
ス

な
ど
の
事
業
者
間
を
つ
な
ぎ
、
効
率
よ
く
配
車
を
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

タ
ク
シ
ー
・
路
線
バ
ス
・
鉄
道
の
各
事
業
者
の
ほ

か
、
関
係
機

関
を
構
成
員
と
す

る
「
紫
波
町
地
域

公
共
交
通
会
議
」

を
設
置
し
、
定
期

的
に
情
報
交
換
し

中
長
期
を
見
据
え
て
の
構
想
は

民
間
活
力
を
含
め
て
検
討
す
る

問問

最
適
な
移
動
手
段
の
確
保
は

問

答

各
事
業
者
と
情
報
を
交
換
す
る

答

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
の
整
備

地
域
公
共
交
通

町長

町長

町長 高
校
生
ま
で
一
部
助
成
で
き
な
い
か

問

現
行
の
ま
ま
で
周
知
し
た
い

答
予
防
接
種
事
業

細
ほそかわ

川 惠
けいいち

一 議員

細
ほそかわ

川  久
ひさし

議員

北
ほうじょう

條 聡
さとし

議員

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

λΫγʔがͬݮ େͯม
ରࡦを͡ߨ ཉͯ͠ いʂ

町ຽෛ୲ʹ
ならないΑ͏ ʹ

Πϯϑϧ ू、ߦྲྀ 、છײஂ
͔ดߍֶ ʂʁ

実証実験は１月31日まで
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
薬
不
足
な
ど
が
起
こ
っ
て
い

る
。
予
防
接
種
事
業
の
一
部
助
成
を
高
校
生
ま
で

拡
大
で
き
な
い
か
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
対
象
は
、
現
行
の

ま
ま
で
行
い
た
い
。
本
格
流
行
期
を
前
に
、
多
く

の
人
に
接
種
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
周
知
し
た
い
。

県
立
紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
「
に
い
や
ま
荘
」
と
の
協
力
医
療

機
関
と
し
て
の
役
割
や
繋
が
り
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
廃
止
後
の
施
設
建
物
の
利
活
用
方
針
は
県
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
か
。

紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
計
画
の
見
直
し
を
県
医
療
局
に
要
請

し
て
き
た
。
に
い
や
ま
荘
の
嘱
託
医
体
制
に
影
響
が
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
紫
波
郡
医
師
会
と
連
携
し
支

援
を
検
討
す
る
。

県
医
療
局
で
は
施
設
利
用
の
予
定
は
無
く
、
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
協
議
の
場
を
作
る
よ
う
努
め
る
。

農
業
人
口
が
減
少
し
、
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
新
規
就
農
者
へ
の
経
営
支
援
は
。

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
経
営
課
題
や
生
産
技

術
を
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
伴
走
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

令
和
５
年
度
決
算
で
は
、
地
場
産
品
給
食
食
材
料

費
が
減
っ
て
い
る
。
新
規
就
農
者
な
ど
に
出
荷
協

力
を
求
め
る
こ
と
で
、
収
入
の
確
保
や
生
産
を
増
や
せ

な
い
か
。

学
校
給
食
へ
の
地
元
食
材
の
調
達
は
、
紫
波
町
農

林
公
社
が
事
務
局
と
な
り
紫
波
町
学
校
給
食
組
合

を
組
織
し
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
協
議
や
地
元
食

材
の
供
給
調
整
、
生
産
者
の
組
合
加
入
を
随
時
募
集
し

て
い
る
。
新
規
就
農
者
の
所
得
安
定
や
給
食
食
材
の
安

定
供
給
に
向
け
て
、
新
規
就
農
者
を
含
め
、
生
産
者
確

保
に
努
め
て
い
く
。

捉
え
て
い
る
の
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
的
は
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
、
あ
づ
ま
ね
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
に
よ
り
町

の
交
流
人
口
増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
。
経
営
改
善
と
し

て
、
温
泉
館
な
ど
の
老
朽
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を

活
用
し
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
事
業
の
実
現
を
目
指
す
。

現
行
の
指
定
管
理
制
度
で
経
営
を
継
続
し
た
場
合
、
新

た
な
投
資
は
難
し
い
状
況
か
ら
、
民
間
活
力
を
生
か
し

魅
力
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
運
営
方
式
を
検
討
し
、

経
営
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

町長

新
規
就
農
者
等
へ
出
荷
協
力
は

生
産
者
確
保
に
努
め
る

問問

答
給
食
食
材

町長

町長町長

地
域
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
て

協
議
し
あ
り
方
を
考
え
る

問問

答
紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

町長

こ
の
ほ
か
の
質
問

農
政
問
題

あづまねエリアのリニューアルイメージ

て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
電
話
番
号
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
増

刷
し
、
公
共
交
通
の
分
か
り
や
す
い
資
料
を
用
意
し
た

い
。
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こ
の
制
度
は
、
町
が
提
案
を
募
集
し
、
そ
の
後
に

審
査
会
で
選
定
さ
れ
る
。
実
施
し
よ
う
と
す
る
事

業
の
テ
ー
マ
や
選
定
自
体
を
住
民
参
加
で
意
見
を
聴
き
、

議
会
で
も
審
議
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

民
間
か
ら
公
募
す
る
事
業
の
テ
ー
マ
は
、
事
業
を

特
定
せ
ず
、
総
合
計
画
と
総
合
戦
略
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
で
定
め
た
施
策
の
実
現
に
有
効
な
も

の
を
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
制
度
の
運
用
は
、
い

わ
ゆ
る
執
行
権
の
範
囲
内
で
行
っ
て
お
り
、
事
業
の
採

択
は
議
会
の
全
員
協
議
会
で
、
企
業
な
ど
の
協
定
は
行

政
報
告
で
報
告
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

※
紫
波
町
民
間
提
案
制
度
と
は

民
間
事
業
者
が
持
つ
知
見
や
技
術
に
よ
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
提
案
を
公
募
す

る
制
度
。
町
が
提
案
内
容
を
審
査
し
、
採
択
さ
れ
た
も

役
場
窓
口
な
ど
で
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者

と
町
職
員
と
の
や
り
取
り
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
耳
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え
小
声
で
も

は
っ
き
り
聞
こ
え
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
で
き

な
い
か
。

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
が
窓
口
に
来
た
際
に

耳
も
と
で
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
や
、
筆
談
な
ど
で

対
応
し
て
い
る
。
長
寿
介
護
課
窓
口
に
は
集
音
器
が
置

い
て
あ
る
。

軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
は
、

試
験
導
入
の

予
定
で
あ
り

効
果
を
検
証

し
た
い
。

議
会
報
告
会
で
日
詰
商
店
街
の
道
路
に
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
視
覚
障
害

者
の
方
は
、
白
杖
や
靴
か
ら
感
じ
る
段
差
で
歩
道
と
車

道
を
区
別
し
て
い
る
。
日
詰
商
店
街
は
街
灯
な
ど
が
あ

り
、
直
線
で
は
無
い
た
め
空
間
が
把
握
し
に
く
い
。
安

全
確
保
の
た
め
、
早
期
に
整
備
で
き
な
い
か
。

日
詰
商
店
街
は
平
成
19
年
に
県
道
と
し
て
整
備
さ

れ
、
視
覚
障
害
の
方
も
含
め

冬
期
間
に
歩
き
や
す
い
融
雪
装
置

を
整
備
し
た
こ
と
か
ら
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
歩
行

者
専
用
帯
は
直
線
的
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
大
き
な

改
築
の
計
画
は
な
い
。
現
在
の
状

況
で
通
行
の
お
願
い
を
し
た
い
。

安
全
な
道
路
整
備
を

設
置
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
準
に
し
た
い

問

提
案
や
選
定
の
仕
組
み
作
り
を

問

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

便
利
で
快
適
な
窓
口
を
目
指
す

問

答

執
行
権
の
範
囲
内
で
行
い
、つ
ど
報
告

答

答

視
覚
障
害
者

民
間
提
案
制
度

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

町長

町長

町長

熊
くま

谷
がい

育
いく こ

子 議員

及
おいかわ

川 ひとみ 議員

藤
ふじわら

原 惠
けいこ

子 議員

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

【　　　　　 】議員の一般質問
・答弁の動画は
QR コードから

軟骨伝導イヤホンを
ぜひご利用ください

҆৺͠ ͑ͯ ΔΠϠϗϯ
が͋ ΕいいͰ͢ Ͷ

ձٞใࠂձͰͬ ͨ
をͱΓ͋ ·͛͠ ͨ

町ຽのҙݟௌいͯ
ཉ͠ いの
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岩
手
中
央
家
畜
市
場
内
の
子
牛
の
繋
ぎ
場
が
半
分

ほ
ど
空
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
子
牛
の
出
荷
頭

数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
以
前
か
ら
続
い
て
い
る
こ
の

現
状
を
Ｊ
Ａ
や
全
農
と
の
話
し
合
い
は
あ
っ
た
の
か
。

子
牛
の
上
場
頭
数
は
、
令
和
２
年
度
と
比
較
し
、

５
年
度
は
99
％
と
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
。
一

方
、
町
内
の
繁
殖
農
家
は
82
％
と
急
速
に
減
少
し
て
お

り
、
小
規
模
な
繁
殖
農
家
の
撤
退
が
続
い
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
や
全
農
な
ど
市
場
関
係
団
体
の
話
し
合
い
で
、

繁
殖
農
家
の
経
営
継
続
に
は
、
子
牛
価
格
の
回
復
が
重

要
と
捉
え
て
い
る
。
特
色
あ
る
牛
作
り
や
他
県
と
の
市

場
開
催
日
の
調
整
、
大
口
購
買
者
の
誘
致
活
動
な
ど
の

対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

空
き
家
の
件
数
は
増
加
し
て
い
き
、
よ
り
一
層
の

対
策
が
望
ま
れ
る
。
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
で
は
令
和
４
年
12
月
に
「
第
２
期
紫
波
町
空
家

等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
進
め
て
い
る
。
所
有
者

の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
自
治
公
民
館
な
ど
で
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
る
。

空
き
家
の
家
屋
倒
壊
や
草
木
繁
茂
な
ど
へ
の
対
策

や
空
き
家
改
修
に
補
助
金
を
出
す
考
え
は
無
い

か
。

管
理
が
不
十
分
な
空
家
の
所
有
者
や
管
理
者
に
対

し
指
導
や
情
報
提
供
し
て
い
る
。
重
大
な
危
険
性

を
持
つ
場
合
は
最
低
限
必
要
な
措
置
を
町
が
行
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

空
き
家
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
用
や
移
住
者
が
取

得
す
る
た
め
の
経
費
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
引
き
続
き
対
策

と
情
報
提
供
を
推
進

し
て
い
く
。

先
進
事
例
を
参
考
に
進
め
て
は

対
策
を
推
進
し
て
い
く

問問

市
場
関
係
者
と
の
話
し
合
い
は

市
場
価
格
の
回
復
が
重
要

問

答

答

空
き
家
対
策

畜
産
振
興

町長町長

町長

従
来
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
に
な
る
こ
と
か
ら
、

よ
く
わ
か
ら
ず
不
安
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
不
具
合
な
ど
が
あ
り
利

用
率
は
低
い
。
こ
の
状
況
で
も
町
は
利
用
を
進
め
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
保
険
証
が
新
規
に
発
行
で
き
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
健
康
保
険
証
が
一
定
期
間
は
利
用

で
き
る
こ
と
や
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
広
報
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
解
除
す

る
こ
と
も
で
き
、

12
月
の
広
報
紙
に

関
連
情
報
を
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。

町
民
が
困
ら
な
い
よ
う
な
対
応
を

問

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
普
及
と
情
報
提
供
に
努
め
る

答 新
規
保
険
証
発
行
終
了

町長国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
均
等
割
り
軽
減
年
齢
の
引

き
上
げ

不
登
校
の
児
童
の
支
援
と
相
談
体
制

こ
の
ほ
か
の
質
問

こ
の
ほ
か
の
質
問

相談はお気軽に

の
は
事
業
者
と
契
約
し
事
業
化
を
目
指
す
。

空き家
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「議会運営に対する意見・要望」にお答えします。抜粋

参加者アンケート結果(回答129名)
●議会報告の内容について…｢分かりやすかった」 61％
             ｢わかりにくかった」 3%
●本日の運営について………｢よかった」           81%
                                       ｢不満だ」            1%
  アンケート結果の詳細は、議会ホームページでご覧いただけます｡

問  すこやか町づくり常任委員会が赤石小学校を視察し
て問題点として取り上げた点は？

答  施設面では、既存トイレの改修や手狭な職員室の拡
充。改修・増築に当たっては既存施設との融合を図
るよう報告しました。

問  いきいき町づくり常任委員会の資料にある鳥獣被害
対策の提言とは？

答  提言として、補助金が良いのか、隊員に関わること
が良いのかなどを委員会として検討しています。

問 議会報告会に地元の議員が来ないのはなぜ？

答  地元議員が入ると、会話が地域的なものになり過ぎ、 
他の議員が参加しにくくなります。報告会は町全体
に対し包括的に意見交換する場として設定しています。

問   議会だよりで「〇〇を示せ」などの言い方がきつい
のでは？

答   以前はそのような表記がありました。広報広聴常任
委員会で表現方法の検討も続け、読みやすい議会だ
よりになるよう改善を続けています。

問  県立紫波診療センターの存続を働きかけてほしい｡
どうしたら利便性良く活用できるか考えて！

答  議会として岩手県知事、岩手県医療局長に廃止
せず機能の充実を求める意見書を提出しました。
引き続き全議員でご意見を共有していきます。

問  請願に関して、予算がないのはわかるが、町道整
備に向けて働きかけを続けてほしい！

答  請願採択後の工事未実施道路について、すこやか
町づくり常任委員会で現地確認しており、今後も
担当課と整備に向けて協議を進めていきます。

問  地域おこし協力隊が何をしているのか議員も興味
を持ってほしい！

答  所管するいきいき町づくり常任委員会で課題とす
るとともに、全議員でご意見を共有していきます。

問  議会報告会の参加者や開催場所が少ないのではな
いか。議会でも人を集める工夫をしてほしい！

答   多くの方々に参加いただける報告会になるよう検
討していきます。

議会
報告

町民と議会の意見交換会 を開催しました。
10/28～11/5の期間 全15会場 参加者140人 

各委員会からの
取組・活動報告

●町の令和5年度決算状況
   【予算決算常任委員会より】

●地球温暖化・鳥獣被害対策・
　　　　企業誘致について
【いきいき町づくり常任委員会より】

●新設学校給食センター・　
　　　子育て環境について
【すこやか町づくり常任委員会より】

年齢別参加者内訳

私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼

議会に関する質問への回答を一部掲載します。

議会ホームページに議会報告会の詳細を掲載します。
ぜひ、ご覧ください。

紫波町議会
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【議会報告会】意見交換で221件の声をいただきました。質問：80件・意見要望：141件

地域交通の整備と充実 ･･･････16件
しわまる号の充実・タクシー不足・ライドシェア検討など

みなさんの関心度ベスト3

有害鳥獣対策の強化 ････････････････････････････15件
対策強化の急務・危険予防策・ジビエの検討など

関心度 1位

関心度 2位

関心度 同率3位 ・学校整備・給食無償化など ･･･････････13件
　赤石小整備・新給食センター・給食地産地消・紫波高充実など

・議会運営・議員活動 ････････････････････････13件
　議会報告会の運営・広報広聴の充実・町政への監視・提言など

【その他に多かった質問・意見】
·町財政・農業関連…各11件
 ·運動公園・駅トイレ・町道…各10件
 ·企業誘致…9件 
 ·観光・人口減少…各7件
 ·空家対策…6件など

· 皆様の意見や提言などを取りまとめ、町の発展と議会の活性化
を図って参ります。 
· 回答を保留にした質問は、会場となった公民館長を通じて後日
回答します。

質問・意見
への対応

武田議長、根水副議長は参加可能な各会場を回りました。

会
　
　
場

•桜町北通公民館
•蔭沼公民館
•京田公民館
•大巻公民館

•高木公民館
•十日市公民館
•佐比内8区公民館
•中陣公民館

•横沢公民館
•桜田公民館
•情報交流館
•上町公民館

•常川公民館
•日詰6区公民館
•あさひ
　コミュニティ会館

出
席
議
員

細　川　惠　一
吉　田　和　希
橋　浦　栄　一
髙　橋　敬　子

藤　原　惠　子
村　上　みさと
北　條　　　聡
阿　部　美佳子

及　川　ひとみ
鈴　木　　　博
浅　沼　有　朋
熊　谷　育　子

細　川　　　久
佐　藤　光　夫
阿　部　秀　一
佐々木　純　子

私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼私の話を聞いて ‼

 ････････････････････････････
対策強化の急務・危険予防策・ジビエの検討など
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【施　行】
　　　議案が可決されると、議案や
条例などが表記された日時に従って
施行されます。

議案は、例えば年度予算だけ
でなく、途中で追加したい補
正予算だったり、条例の一部
分を変更したいときも、それ
ぞれ議会にかけるんだ。

ゴール

採決！！

【質問】 ＆ 【討論】
ொຽͷたΊʹ
なΔ͔な

ແବな͍
ͩΖ͏ ͔

ެฏੑ
͋ΔΑͶ

本会議で、正式に議案を審査します。
もし議案などに異議があれば反対討論、
賛成討論を行った後、採決に入ります。

【執行者説明】

【議会へ提出】
ΑΖ͠ ͓͘ ͍͠ئ ·͢

町長から議案が
提出されます

このほかにも住民請願
や議員側から発議案と
して提出されることが
あります。

【役場内で話し合い】
なΔ΄ͲなΔ΄Ͳ

ՃͰ༧ࢉ
Λ͘ ͍ͩ͞

͜Μなྫ͕
ඞཁͰ͢

スタート

議案を議会で審査する
ために、必要に応じて
役場（執行者）から
説明を受けます。

※調査が必要な専門分野は、議員で構成される
　委員会に付託することもあります

【紫波町議会】

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
シリーズ「議会の見える化」vol.3

議会の活動を紹介します
９月 10月 11月 12月

議会運営委員会　　 2回
議会全員協議会　　 1回
議会本会議　　　　 4回
予算決算常任委員会 2回
ＩＴ推進検討委員会 1回
町づくり常任委員会 6回
広報広聴常任委員会 5回

議会運営委員会　　 1回
議会全員協議会　　 1回
町づくり常任委員会 5回
広報広聴常任委員会 2回
議員研修会　　　　 1回

議会運営委員会　　 2回
議会全員協議会　　 2回
予算決算常任委員会 1回
広聴広報常任委員会 1回
議員研修会　　　　 2回

議会運営委員会　　 2回
議会全員協議会　　 2回
予算決算常任委員会 1回
町づくり常任委員会 4回
広聴広報常任委員会 3回

議案審査って何するの？議会って
なあに

？

式典等の公的行事、他機関会議への出席を除く。
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聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました

鈴
すずき

木 陽
ひ の か

乃夏さん
（日詰小学校　４年）

いっつも混んでます

私の母校、旧佐比内小学校

佐
比
内
「
愛
」

こ
こ
佐
比
内
に
住
ん
で
50
数
年
。

小
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
高
齢
化
が
進

み
川
東
の
中
で
も
手
付
か
ず
の
過
疎
地

域
で
す
が
住
ん
で
る
自
分
達
で
佐
比
内

を
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と
奮
闘
中
で
す
。

佐
比
内
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
皆
で
模
索
し

つ
つ
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
農
産
物
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
更
に
盛
り
上
げ
て
行

く
為
に
も
地
域
の
課
題
を
知
り
、
そ
の

課
題
に
向
け
て
の
新
た
な
人
材
や
イ
ベ

ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
な
ど
皆
で

共
有
し
て
地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
地

元
以
外
の

人
達
に
も

大
好
き
に

な
っ
て
貰

え
る
佐
比

内
を
夢
見

て
い
ま
す
。

紫
波
町
は
自
動
車
の

利
用
者
に
優
し
く
な
い
？

紫
波
マ
ル
シ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か

ら
花
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
当
初
か
ら
感
じ
る
の
は
オ
ガ

ー
ル
の
無
料
駐
車
場
が
非
常
に
少
な
い

点
で
す
。
1
時
間
半
無
料
の
有
料
駐
車

場
が
有
り
ま
す
が
、
未
だ
に
利
用
に
抵

抗
が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
町
の
健

康
診
断
の
日
に
は
役
場
前
を
含
め
て
駐

車
が
困
難
で
す
。

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
も
何
故
か
敷
地
の
割

に
駐
車
場
は
少
な
い
で
す
。

日
詰
商
店
街
に

目
を
や
れ
ば
、意
図

が
あ
っ
て
設
置
さ

れ
た
街
灯
も
た
だ

の
障
害
物
に
見
え

て
し
ま
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

長
期
的
に
有
用

な
計
画
を
立
て
て

ほ
し
い
と
考
え
ま

す
。

知
っ
て
ほ
し
い
�

　
　
　
　

音
楽
の
楽
し
さ

私
は
日
詰
小
学
校
の
吹
奏
楽
「
シ
ャ

イ
ニ
ィ
・
メ
イ
ツ
」
で
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
を
や
っ
て
い
ま
す
。
3
年
生
の
時
に

「
音
楽
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
い
入

り
ま
し
た
。

最
初
は
吹
け
な
く
て
、
楽
譜
も
読
め

ず
、
ち
ょ
っ
と
不
安
だ
っ
た
け
ど
先
生

や
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ
て
少
し
ず
つ

吹
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
年
生
に
な
っ
た
ら
た
く
さ
ん
の
曲

が
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
て
今
で
は
楽
し

い
で
す
。
目
標
は
、
音
楽
を
ず
っ
と
続

け
る
こ
と
と
、
み
ん
な
に
音
楽
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
！

田
た も や ま

面山　　道
とおる

さん
（佐比内地区）

菅
すがわら

原 大
だいすけ

介さん
（水分地区）

議員が依頼に伺った際はご協力をお願いします。

議員が依頼に伺った際は
ご協力をお願いします。
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植物油インキを使用しています

表紙の写真

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

中
学
生
議
会
の
様
子
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

緊
張
感
の
中
、
質
問
だ
け
で
な

く
、
答
弁
者
に
体
を
向
け
て
聞
く
姿

勢
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
表
情
の

紫
波
三
中
の
校
長
先
生
と
生
徒
を

パ
チ
リ

角か
ど

谷や

校
長
先
生
は
、「
答
弁
者
の

話
を
よ
く
聞
い
て
全
員
が
再
質
問
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
中
一
貫
教

育
、
総
合
的
学
習
の
効
果
と
キ
ャ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
継
続
で
自
然
と
考
え

が
出
て
い
る
」
と
学
習
の
成
果
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

紫波町の未来は明るいな～

明るい未来を共に

年頭のご挨拶
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年
の
幕
開
け
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の

事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
、
皆
さ
ん
に
は
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
地
方
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
常
態

化
し
、
社
会
や
経
済
に
も
様
々
な
形
で
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

取
り
分
け
、
人
口
減
少
に
直
結
す
る
少
子
化
対
策
や
地
域
を
支

え
る
産
業
の
振
興
は
重
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
改
選
後
、
議
会
に
「
人
口
減
少
対

策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
先
々
を
見
据
え
、
後
顧

に
憂
い
を
残
す
事
の
無
い
よ
う
に
、
町
が
早
々
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
議
論
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、「
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
の
場
等
で
頂
い
た
提
言
や
意

見
も
含
め
、
住
民
本
位
の
政
策
提
言
を
積
極
的
に
行
い
、
議
会
活

動
の
一
つ
一
つ
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
町
の
未
来
に
向
け
て
新
た

な
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
巳
」
で
あ
り
ま
す
。
決
意
を
新
た
に
、
着
実

な
「
脱
皮
」
を
心
掛
け
、
紫
波
町
の
更
な
る
発
展
の
為
に
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
良
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 
 

紫
波
町
議
会

　
　
議

長

武

田

平

八

ペ
ン
を
お
い
て

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

中
学
生
議
会
、
町
民
と
の
意

見
交
換
会
、
12
月
会
議
を
掲

載
し
、
新
し
い
年
を
迎
え
て

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
笑
顔
の
表
紙
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
未
来
へ

の
希
望
を
感
じ
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
議
会
で
話

し
合
わ
れ
た
こ
と
、
活
動
が

分
か
る
よ
う
に
毎
回
、
練
り

上
げ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
巳
年
。
皮

を
脱
ぎ
捨
て
る
姿
か
ら
、
新

し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て

前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
と
解

釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
あ

り
た
い
で
す
。

及
川
ひ
と
み

発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
　
長

武
田

平
八

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

鈴
木
　
　
博

副
委
員
長

佐
々
木
純
子

委
　
　
員

吉
田

和
希

　
　
　
　
　
　
村
上
み
さ
と

　
　
　
　
　
　
佐
藤

光
夫

　
　
　
　
　
　
橋
浦

栄
一

　
　
　
　
　
　
及
川
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　




